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百年のロンド　ボレロ　チャチャ

　　「百年の組曲」

 

釣瓶おとしの日常　求めゆく物語は　

ウスバカゲロウのように　ハラハラ壊れ

立ち行かぬ　私の日々は　身に纏わり　

迷走の伴走者は　えぐられた過去に　

しつこく　纏いつく　

 

流星のパラダイムは崩れ　億万光年の彼方に　

遠ざかる過去　裏切りは　

何気なく晴れた日に　密かにははじまる

 

さびれかけた商店街の　歴史をさまよい　

右・ヒダリに移りゆく心は　錯綜をあららぎ

前触れもなく　時を逆走していく

 

夜明けの海の記憶は　穿たれた月日を遡り　

黄金の　木槌のごとく打たれ

無人のドリブルは　逆回りに戻りゆき

 

白い巡礼の列は進み　宙にのびる十字架

月夜の宴は　果て知れず

迷宮をさまよい　めくるめく光の城

 

業火の日々はさり　絶え絶えのミレニアム

戻りくるヒーローは　恐れ知らぬ日々を闘い

 

さんざめく夜空に　砂の嵐に

回転する未来は　引き攣れ

砕きつづける月日に　繰り言の歯車

 

　Ⅱ

秋の陽の　あふれた路地　

寂れた工場の　たてる低い唸り

 

風の吹く河辺　白い東屋のある公園に



風の吹く河辺　白い東屋のある公園に

あの日別れたきりの子供達が　昔のままの姿で　

石蹴りや陣取りを　している

音もない　真昼の午後に

 

　Ⅲ

欺かれた　蜃気楼

黄昏に浮かぶ　破船の黒影

 

幻影のように歪みつづける　

過去の廃屋には

白い訪問者たちの　

果て知れぬ　輪舞

 

イチジクの樹の　ゆらめきの葉むらに送られ

海沿いの道を　頼りなげに　歩いてゆく

 

海は果てしなく輝き

果てもなく過ぎる　青い帳にひきつる

逆巻く銀色の波

 

チラチラと　さざめきの夜光雲

宙に伸びてゆく　星の十字架

 

戻りゆく未来は　いま引き攣りながら

大いなる神話へ------------

 
「星の揺らめき」　　

　
移ろい始めた　秋の陽射し
白い伽藍どうの日々はつづく　
 
異国の唄は　いつまでも心を傷つける
滑らかな肌色の　触手に　
 
定量を過ぎれば　次第に見えてくる
ほの暗い　次世代のステージ
 
青いモザイクの窓はひび割れ
憧れは　青空の向こう　白雲の彼方に
 
時の移ろいを　映す　ステンドグラス
いくたびか　満たされぬ日々を揺りわけ
 
薔薇はわなわなと揺れ落ち　幾度か甦るドラマ
天命の銀河を　上下し　渡りゆく人々の影
 
私はまた歩きはじめる　惨めだった日々を　



私はまた歩きはじめる　惨めだった日々を　
閉じ込め　果てしなく波うつ　海原を見にいく
 
災いの季節は終わり　行き惑う　心の虚無に
燃え上がる　紅蓮の夕光　廻りはじめる
 
めくるめくカレイドスコープ　遠い日々の夜空に
謎めいた銀河の　白く透明な気球　
 
空洞はひろがりつづけ　帰り来ぬ時代の　
無限の海原に溺れ　
あわよくば　いま溺れかけて

----------------------------------------
 
「星降る夜の唄は」

 

火炎樹の咲きほこる宵　星は輝き

マングローブは　風に揺れ踊り

 

南海の旅人は　深い眠りのなか

やがて　サファイアの夜のとばりに　

 

騒ぐ月の夜の波に　うごめきの黒影　

乱れ　ただならぬ予言者の

 

遥かなる　磯の香り　あらたなる水のざわめき

何も無い　日々の豊かさに打たれ

 

いましずまる肉体の底から　

何ものかが湧きはじめる

 
「黄昏に包まれて」　　　　　　

 

沈みかけている　大きな夕陽　

白い鳥が群れ飛ぶ　岸辺の　赤い黄昏

湖辺の舗道には　ひと気のない松林

 

暮れなづむ街をゆく私

来ぬひとを待つように微笑み

 

ひとりひとりの

想いが飛び交い　交錯する　

いま夏色の　電車のドアを開けて

 

黄昏に語りかけても　

自然は答えてくれない

 



ゆく当てもなく　頼りなげに

桜の葉のゆらぐ　

湖沿いの道を歩いてゆく私

 

「彼方へ----------」

 

あざむかれた　哀れな女を笑い

すりきれた手紙　うらぶれのプライドは

気がかりな　暗めのギャルソンボーイ

 

満天の星　月光をよぎる夜汽車の旅人

柔らかく溶けてゆく　彼方への道

 

陽は照り翳り　ファミレスの横路地を通り

わずかなやすらぎを求めて　行き惑えば

 

あざむきの妖花　ミッシングな十の放浪

戦いのミラージュ　懐かしい街をさまよい

 

果て知れぬ青闇に溶けいり

繰り返し襲い来る　屈辱のデジャヴュは

----------------------------------------------------

 

黄昏の街をさすらい　

なおも　出口の見付からぬパッサージュ

通り過ぎてゆく　過去と未来の幻影　

 

迷宮を歩き続ける　かの人　

あえぎゆく　灼熱のモダニズムにも似て

たゆたう波光は　金に銀に　終末を騙る　

 

謎めいた遺書　永遠のデジャヴュ

ポラロイドに残る　万華鏡

百のミラージュ

 

「すべりゆく季節に」

 

黒い服を　着て歩く



私の影はゆらめき

白い服を着て歩く

エミリ・ディキンソンは　失恋の後に

 

麗しき人は去り

秋の空は遠く　陽のゆらめきは褪せ

ただ静かに　再生のときをまつ

 

プリズムは哀れみのように光り

日々迫り来る　人々の声を怖れ

 

往復を加速する振り子

果て知れぬ悪夢を　見せるフィギュアたち

落葉樹は窓のなかに踊り

 

忍び寄る　反復のミラージュ　

ただならぬ　ヒト型の黒影

 

数多の浪漫は　色あせ

死の予兆は　渦巻き始める　

 

幾千の星空は割れ落ち

逃げ水の地は　涸れはて

偽りの約束を　

なみなみと　飲み干し

 

「かの日々は去りて」　　　　　　　

 

青紫のセージの花は揺れ　開きえぬ心に　　

鳴り響く　終末の鐘

 

白モクレンの　散りゆく宵に

行列がむかう　丘のうえの城

 

道ぞいの花に戯れ　晴れの日の笑顔

とまどいの巡礼たちは　二の腕をくゆらせ

 



心を病む　内気な人々は　歩きつづける

ときにひきつる笑顔　カエルの戯れ唄

 

とまらぬ回転をはじめる　黒衣の流れ者

陽はゆらぎ　ひゆらぎ　茫漠の彼方に

 

強いられた出来事　ありふれて

消えてゆくようなテレビ・ドラマ

 

廃墟の街は　困惑に身悶え　歩きはじめ　

巡礼たちは　白熱の回転をはじめる-----------

 

神の手で　めくり始められた　　

終わりなき　反転のノベライズ

 

「日暮れの街★沈鐘」

 

古都の黄紅色の　夕暮のなかの私に

その時代の　パリを旅する私に

ある過去の時相の私に

 

忘れたい屈辱のなかの私に　

ときおりぺダンチックな私に

 

青霧を彷徨う私に　立ち竦む青春の私に

透明な悲愁のなかの私に　

途方もなくアンバリッドな私に

　

果てしなく　見知らぬ魔界に墜ちてゆく私に

もつれ拗れゆく状況のなかの私に-------------

 

耳に　日暮れてゆく

白銀のポワゾン　

揺れ動くフィギュアたち

あらがう　モダニズムの転生

 

「オータムズ・ステップ」



 

逆巻く青い渦潮　天の流星

遥かなる海嘯　

 

海鳴りは真逆に　照り煌く海　

黄昏に踊る　かの人

 

轟きの和太鼓　

ある悲劇の危機を貫き

苦悩にゆがむピエタ

 

孤独は現世の彼方に激し

集団は忘却を意図し

 

拡がり続ける　進撃の真夏

進軍のうねり　恥辱の来歴



スカボロー・フェア　ほか

「スカボロー・フェア」

 

あれは夢のはじまりであった

海沿いの　小さな街 

真っ青な海　小高い丘のひなびた古い城

街には人が溢れている

露店も数百　軒をつらねている

古式めく　ひなげしの祭り

 

憂鬱のポオは　そこにいるのに

おまえは真昼　白く微笑んでいる

 

悲しみは　いつ訪ずれたのか

それは　ビートルズやボブ・ディラン

サウンド・オブ・サイレンスの

軽快なメロディーに　いまは隠れている

焼きトウモロコシやコーヒー

レモネード　ホット・ドックの匂い

 

ディキシーランドの騒音や

いきかう人の陽気な服

楽しげな　派手な身振り

若者はペアを組んで

子供や老人も　歌い踊り出す　

 

その音は　いまもつづいている

 

朽ちかけた屋敷の窓に　頬よせて

悲しみは　いつ訪れたのか

 

汚れなき瞳とともに

このまま　青い海の　あの息をのむ

眩さに　溶け入ろうとした

あの日-----------------------

 



 「Scarborough　fair」　Ｃ・２００７

 
That was an opening of the dreams

A small town along the seashore  

The rustic old castle street of deep blue sea slightly elevated hill is filled with

people

The street vender links several hundred houses, too

The festival of a field poppy getting more like an ancient rite

 

In there needing ポオ of depression

I am white, and you smile at truth noon  

When was the sorrow out of arrival?

Fried corn and the coffee that it is covered in the Beatles and the light melody

of the Bob Dylan sound of silence now

The smell of the lemonade hot dock

 

The noise of Dixieland

The cheerful clothes of a coming and going person

Happy showy gesture

The youth forms a pair

I sing, and a child and the old man begin to dance, too 　

 

The sound still continues  

I put cheeks to the window of the mansion which was about to die, and when did the

sorrow come?  

With eyes without the dirt

I dissolved in the dazzling beauty to hold that breath of the blue sea and was going to

enter as it is

On that day - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 
　あとがき

　歳を重ねてくると、人との別れが、どんど

ん増えてくる。生別は勿論、死別も、徐々に

増えてきている。命の儚さが、しみじみと実

感でき始める季節なのである。

　勤めをリタイアして後、精神的ストレスは

９５％減少した。その分、創作活動を増やせ

るであろうと思っていたが、存外そうは問屋



が卸さないようだ。いまだに、予定の半分も

進んでいないのだ。

　私は、いま乏しい年金で暮らしているが、

自分では、王侯貴族のような気分で暮らして

いる。時間は、ほぼ自由だし、不愉快な人々

は、ほぼ避けられる。それでも、そろそろ、

本格始動しなければ、と思っています。

　本書は、この２０年位の作品から、気に入

ったものを選んでみました。リライトを重ね

たものもあるし、２，３回の推敲で決着した

ものもある。もしも、誰かに少しでも楽しん

で頂ければ、それだけで、すこし幸せです。
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